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【要　旨】

【目的】地域包括ケアシステム構築に向けた研究の動向を整理し，地域包括ケアシステムにお

ける国民の期待に応えうる看護師の資質に関する今後の研究的課題を明確にすることである．

【方法】文献は医学中央雑誌 w e b 版を使用し「地域包括ケア」「質」「看護」をキーワードとし，

目的に合致した 3 7 文献について検討した．

【結果】地域包括ケアシステム構築に向けた研究は，2 0 1 4 年以降増加しているものの，研究

の深化に至っていない．2 0 0 5 年から 2 0 1 6 年の原著論文を概観し検討した結果，国民の期待

に応えうる看護師の資質として「幅広い人間性と判断力，誠実さ，礼節，品性，清潔さ，謙

虚さ」を持つ看護師像が導き出された．

【結論】今後の研究的課題として，「多職種連携の具体的な方法と内容の検証」「地域の療養者・

家族から看護師に対する潜在的な要望を明確化すること」，「地域包括ケアシステムにおける

看護師養成の実態評価」の 3 点が示唆された．
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１．はじめに

　地域包括ケアシステムとは，生活上の安

全・安心・健康を確保するために，医療や介

護，予防のみならず様々な生活支援サービス

が日常生活の場で適切に提供できるような地

域での体制と定義されている 1）．そこで描か

れる高齢者像は，重度な要介護状態となって

も住み慣れた地域で自分らしい暮らしを最期

まで続ける人として想定されている．わが国

の 完 全 失 業 率 は 1 9 9 4 年 3 . 0 ％ を 超 え，

2 0 1 0 年 5 . 0％，2 0 1 7 年 8 月現在 2 . 8％ 2）と
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示されるように，長期に渡る不況のなかで

2 0 1 5 年の老年人口 2 6 . 7 ％ 3）と超高齢社会

に突入している．また，社会保障財政経費は

予算全体の 3 割を占め，その内訳は 7 3 . 9％

（2 0 1 4 年度）が年金医療介護保険給付費で

ある 4）．高齢者介護に関しては従来の老人福

祉制度・老人医療制度を再編し新しい介護シ

ス テ ム 構 築 の 検 討 が さ れ る よ う に な り，

2 0 0 0 年に介護保険法が施行された 4）．国は

医療費適正化の総合的な推進，新たな高齢者

医療制度の創設などの目的で，7 5 歳以上の

後期高齢者を対象とし，2 0 0 8 年高齢者の医

療の確保に関する法律を制定した．そして現

在，様々な生活支援サービスが日常生活の場

で適切に提供できるよう，最後の団塊の世代

（1 9 5 0 年生まれ）が 7 5 歳に達する 2 0 2 5 年

を目途に，地域包括ケアシステムの整備がす

すめられ新たな高齢者の保健・医療・福祉シ

ステムの普及と定着が急がれている．

　国の施策を受け日本看護協会は「地域包括

ケアシステム構築に向け，利用者に質の高い

看護サービスを効率的・安定的に提供してい

く 5）」と方針を明確にしている．また文部科

学省高等教育局医学教育課では「2 0 2 5 年以

降の地域包括ケアが実現される時代に向け，

（中略），国民の期待に応えうる資質の看護

師等の養成強化が課題である 6）」と述べ，施

設から地域，在宅へと看護の場が拡大するこ

とに伴う看護基礎教育の課題を示している．

　このように，地域包括ケアシステム構築に

向けて看護界が取り組むべき新たな具体的な

課題が議論されている中にあって，施設内看

護の場では依然として多職種連携の困難さを

抱えたままである．看護提供システムのパラ

ダイムの転換ともいえる，来るべき地域包括

ケアシステム構築を担う「国民の期待に応え

うる看護師の資質」とは，いかなるものであ

ろうか．研究動向から知見を抽出すること

は，看護基礎教育におけるアドミッションポ

リシー，カリキュラムポリシー，ディプロマ

ポリシーの策定や，新人看護師の臨床研修の

目標設定に基礎資料を提供する上で重要であ

る．

2．研究の目的

　本研究の目的は，地域包括ケアシステム構

築に向けた研究の動向を整理し，地域包括ケ

アシステムにおける国民の期待に応えうる看

護師の資質に関する今後の研究的課題を明確

にすることである．

3．研究方法　

3.1. 用語の定義

　地域包括支援センターの三職種：保健師又

は在宅支援経験のある看護師，社会福祉士，

主任介護支援専門員の三職種をいう．

3.2. 文献検索方法

　文献データベースは医学中央雑誌 w e b と

した．介護保険制度・医療制度は国によって

異なるため日本国内の文献に限定し，対象期

間は介護保険法が改正された 2 0 0 5 年から

2 0 1 6 年とした．キーワードを「地域包括ケ

ア 」a n d「 質 」a n d「 看 護 」 と し 該 当 し た

1 3 4 件の文献の中から 4 2 件の原著論文が得

られた．本文献検討の論点と異なる論文及

び，文献レビューを除外し最終的に 3 7 件の

文献について検討した．

3.3. 分析方法

　文献検討は以下の手順で行った．

1）文献の分類を行うために発行年，著者，

論文題目，研究目的，研究方法，結果の概

要，発表媒体からなる文献カードを作成し

た．

2）文献カードの概要から先行研究の動向を

「研究数と年次推移」「研究方法」「研究対

象者」「研究内容」で整理，検討した．
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3）研究内容から，「地域包括ケアシステム

を担う看護師への国民の期待」に焦点を当

てた研究「看護師の資質について論じた研

究」に分類し考察を行った．

3.4. 倫理的配慮

　先行研究として活用している文献は引用文

献とし適切に記載した．引用文献は原典から

引用した．

4．研究結果

　以下，文献の説明で [　 ] で示した数字は

巻末の分析対象文献の文献番号である．

4.1. 地域包括ケアシステム構築に向けた研

究の動向

4.1.1. 研究数と年次推移

　図 1 に示すように，地域包括ケアシステ

ム構築に向けた研究は，2 0 0 8 年に 2 件報告

さ れ た の が 最 初 で あ る．2 0 11 年 が 1 件，

2 0 1 3 年 が 1 件，2 0 1 4 年 が 4 件，2 0 1 5 年

が 11 件，2 0 1 6 年が 1 8 件と徐々に増加して

いる．

4.1.2. 研究方法

　研究方法の分類では，量的記述的研究が

2 6 件，その内 1 5 件が因果関係を探求した

相関研究であり，11 件が実態調査であった．

質的記述的研究は 11 件であった．その内 9
件はグランデッドセオリー法，K J 法などに

よる分析研究，2 件が事例研究であった．

4.1.3. 研究対象者

　研究対象者の分類では，地域住民・患者・

家族を対象とした文献は 1 2 件，介護支援専

門員・保健師などの多職種を対象としたもの

は 1 0 件，地域包括ケア病棟看護師が 4 件，

地域包括支援センターの三職種が 4 件，看

護系大学生が 4 件，介護職員が 2 件，訪問

看護ステーション・事業所の管理者が 2 件，

介護老人保健施設看護師が 1 件，訪問看護

ステーション看護師が 1 件であった．

4.1.4. 研究内容

　研究内容を分類した結果を表 1 に示す．「地

域住民の状況調査のない医療介護関連職者間

の多職種連携の実態調査・実践報告」が 1 2
件，「療養者・家族のニーズの実態調査」が

11 件，「看護実践」が 4 件，「看護教育」が

4 件，「地域住民の状況調査を含めた多職種

連携の実態調査・実践報告」が 4 件，「経営・

管理」が 2 件であった．筆頭著者の所属は，

大学が 2 5 件，病院が 8 件，市町村・行政が

2 件，介護老人保健施設が 1 件，医療法人介

護施設が 1 件であった．

 
図 1　研究数と年次推移
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4.2. 地域包括ケアシステムにおける看護師

に対する国民の期待

　分類 2 は「療養者・家族のニーズの実態

調査」について論述されていた．その内訳は，

住 民 の 自 立 的 健 康 支 援 の 意 識・ 健 康 調 査

[ 11 . 1 8 . 2 4 . 3 2 . 3 4 ]，在宅療養・終末期への

意 識 調 査 [ 1 2 . 1 7 . 2 3 . 2 9 ]， 在 宅 支 援 ニ ー ズ

の調査 [ 4 . 2 8 . 3 4 ]，多職種連携の課題調査 [ 4 ]
に分けられた．看護師に対する国民の期待の

みを論点に調査している文献は見当たらな

かったが，質問項目の中に医療職者への要望

の一部が示されているものがあり，在宅療養

移行が不安な理由は「緊急時の対応」である

[ 2 3 . 2 9 ]，医師・看護師に「医療面の相談を

したい」 [ 4 . 1 7 . 1 8 . 2 3 ]「訪問看護がどのよ

うなことをしてくれるかわからない．」 [ 1 2 ]
等が示されている．

4.3. 国民の期待に応えうる看護師の資質

　分類 1 では，多職種から看護師への要望

が報告されているが，資質というよりも仕事

の精度に関する要望や期待であった．看護サ

マリを受け取った施設の職員は，「情報提供

書の内容項目に日常的な過ごし方や認知症の

症状を具体的に記入して欲しい」 [ 1 9 ] と述

べている．多職種連携のケアカンファレンス

を定例化した結果「身体拘束の事例を情報共

有し拘束廃止につながった，食事内容の改善

につながった」 [ 2 6 ] との報告がある．「看護

師には生活場面でのアセスメントを期待す

る」 [ 2 8 ] 等の報告があった．

　分類 2 の文献には，看護師の人間性につ

いて論述されているものが主であった．介護

支援専門員は医療職者に対し「連携の糸口が

見つけ辛い，忙しいと言う人が多く聞きたい

ことが聞けない」 [ 4 ]，地域の高齢者サロン

の指導員は「医療職は仕事が多いので無理は

言えない」 [ 1 8 ] と述べている．認知症で入

院した患者家族は「トイレに連れてって，と

言ったのに看護師から“自分で行けないなら

おむつの中にするように”言われた」 [ 3 4 ]
とある．

5．考察

5.1. 地域包括ケアシステム構築に向けた研

究の動向

　2 0 0 5 年介護保険法が改正され，厚生労働

省から地域包括ケアシステム推進の方向性が

示された．この時代に求められる看護師育成

が期待され，厚生労働省は 2 0 0 6 年「看護基

礎 教 育 の 充 実 に 関 す る 検 討 会 」 を 設 置 7），

2 0 11 年 2 月「看護師に求められる 5 群の実

践 能 力 」 を 提 示 し た 8）． 文 部 科 学 省 で は，

    
1 

 
1 13 19 20 21 22 25

26 27 31 33 37 
12 

2  4 11 12 17 18 23 24 28
29 32 34 

11 

3  2 5 8 10 4 
4  3 14 35 36 4 
5 

 
6 7 9 30 4 

6  15 16 2 

表 1　　内容の分類
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2 0 11 年 9 月「5 つの群と 2 0 の看護実践能力」

「学士課程においてコアとなる看護実践能力

と卒業時到達目標」9）を提示した．

　2 0 1 2 年厚生労働省は介護保険制度改正に

おいて地域包括ケアの理念 10）を打ち出して

いる．地域包括ケアシステムは，地域の特性

に応じて構築されるシステムである．そのた

め 2 0 0 5 年から 2 0 1 3 年の間に発表された文

献は，地域包括支援センターの基本機能の調

査 [ 3 7 ] や在宅支援ニーズの調査 [ 3 4 ] であっ

た．当初は現状把握と目標設定の段階にあっ

たことが覗える．文献は 2 0 1 4 年以降一気に

増加している．これは 2 0 1 2 年の介護保険制

度改正時に地域包括ケアシステムの理念が表

明されたことが背景にある．国の政策の認知

が研究を加速させたと考えられる．

　研究方法についての分類では，量的記述的

研究が 2 6 件，質的記述的研究が 11 件であっ

た．看護学研究は看護実践の基礎となる科学

的知識体系を発展させていくためには必須の

こと 11）である．看護師の倫理綱領 12）条文 1 0
に，「看護者はより高い質の看護を行うため

に看護実践，看護管理，看護教育，看護研究

の望ましい基準を設定し実施する」とある．

看護の質を高めるためには，看護研究の実践

が不可欠と捉えることができる．しかし，保

健医療福祉施設において看護職の人員配置は

少なく研修等の機会への参加が難しい．施設

の看護師は，多忙で人員不足に加え，看護管

理の価値を発信できない 5）状況下にあり，臨

床研究の進展を阻む要因となっていると考え

られる．検討対象文献では 3 7 件中 11 件が

実態調査と課題の抽出であった．多職種連携

の実態調査では，「多職種連携は大切と感じ

ているか」などの質問にとどまり具体的な連

携の方法・内容の検証は 1 件 [ 1 3 ] であった．

今後地域における様々な現象を論理的に追求

する研究の深化が期待される．

　研究対象者の分類では，地域の療養者・家

族を対象とした文献が 1 2 件であった．地域

の療養者・家族を対象とした質問紙の内容は

「在宅療養を希望するか」や「在宅療養の満

足度」など [ 4 . 1 7 . 2 3 . 2 9 . 3 2 ] であり，医療

職者に何を望むかは解明されていない．藤澤

ら  は，住民 1 7 0 0 名を対象に実態調査を行い，

患者が医療機関を選択するとき重視される基

準を収集した．その結果，医師もしくは看護

師の「対応」を重視して選択する 13）との回

答が最も多かった．この結果からも，地域の

療養者・家族を対象とした潜在的な要望を収

集する必要がある．

　研究内容は多職種連携の実態調査・実践報

告（地域住民の状況調査なし）が 1 2 件であっ

た．多職種連携を論点にした文献が多いこと

から，看護師に限らず多くの職種が連携し，

協働することを重要と捉えていることを示し

ている．「地域連携の内容は何か」という質

問紙に対し，「病院内連携室での相談」「情

報提供資料の作成」 [ 6 ] と答えており，「実

際に連携を図ったことのある回答者は 3 割」

という報告 [ 3 1 ] がある．多職種連携は大切

だが具体的な行動指標が定まっていない状況

にあるといえる．今後，地域包括ケア構築へ

向けて多職種連携の具体的な方法と内容の検

証が必要である．

　筆頭著者の所属では，病院以外の保健医療

福祉施設職員が著者である研究は 2 件であっ

た．地域の療養の場は，病院内よりも多種多

様な研究疑問が存在すると考えられる．その

中において発表される看護学研究が少ないと

いう事実の背景には，地域で働く看護師の多

忙，看護職者の多様な教育背景，准看護師の

比率が高いこと，が原因としてあると推測す

る．日本における看護師養成制度は，4 年課

程大学，3 年課程専修・各種学校，5 年一貫

性高等学校専攻科 6）などと様々な教育背景が

ある．教育課程により，看護学研究について

修得していない看護師も多く存在する．大儀

らは，一般病棟よりも療養病床における准看

護師の人員比率が多いことをあげ，療養病床
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では経営の効率化から十分な看護師教育を受

けていない准看護師の看護力を活用する 14）

と述べている．これらが病院以外の地域の療

養の場で働く看護師の，看護学研究が未発達

な要因と考えられる．

5.2. 地域包括ケアシステムにおける看護師

に対する国民の期待

　本研究で検討した 3 7 件の原著論文では，

「看護師に対する国民の期待」は「緊急時の

対応」と「医療面の相談」が抽出された．し

かしこれらは調査項目の一部であり，「看護

師に対する国民の期待」が明らかになったと

は言い難い．今後，療養者・家族から看護師

に対する潜在的な期待や要望を明確化する必

要がある．

5.3. 国民の期待に応えうる看護師の資質

　わが国の看護教育課程は社会背景とともに

変遷を重ねてきた．1 9 5 1 年に統一された教

育カリキュラムは講義 11 5 0 時間以上，実習

1 0 2 週以上であった 15）．1 9 6 7 年の第 1 次改

正 で は， 全 教 育 時 間 に 占 め る 実 習 時 間 が

5 2 . 4 ％，1 9 8 9 年の第 2 次改正では 3 4 . 5 ％

に，さらに 1 9 9 6 年の第 3 次改正においては

3 5 . 7 ％ 6）と，要求される知識の増加を受け

て実習時間数は減少を余儀なくされてきた．

看護の質保証 7）の観点から実践能力の低下に

危機感を抱き 2 0 0 8 年の第 4 次改正は卒業時

臨床実践能力を高めることを目的とした改正

となっている．

　日本における看護基礎教育は，1 8 8 5 年有

志共立東京病院看護婦教育所が高木兼寛に

よって設立され始まった．当時は技術や知識

だけでなく，誠実さや機敏さ，緻密さも看護

師 の 資 質 と し て 求 め ら れ て い た．1 9 4 5 年

G H Q（連合国軍最高司令官総司令部）に公

衆衛生福祉局看護課が設けられ，看護教育も

発展した．1 9 5 2 年には第一回保健婦・助産

婦の国家試験が開始された．同年，高知県で

は，日本での最初の看護における大学教育が

スタートした 15）．その背景には，看護師は看

護師養成教育だけでなく，幅広い人間性と判

断力をもち，総合看護活動のできる人を養成

したいという考えによるものがあった 16）．ま

た，看護師の倫理綱領 12）条文 1 3 には「看護

者は，社会の人々の信頼を得るように，個人

としての品行を常に高く維持する．看護に対

する信頼は，専門的な知識や技術のみなら

ず，誠実さ，礼節，品性，清潔さ，謙虚さな

どに支えられた行動によるところが大きい」

と記され，倫理教育と倫理実践の必要が叫ば

れているところである．ところが，実態では

「医療者の心無い対応に不満がある」「トイ

レに連れてって，と言ったのに看護師から

“自分で行けないならおむつの中にするよう

に”言われた」 [ 3 5 ] 等，教育によって幅広

い人間性と判断力を身に付けているはずの看

護師像とは乖離していると言わざるを得な

い．「看護師は忙しいと言う人が多く聞きた

いことが聞けない」 [ 4 ]「医療職は仕事が多

いので無理は言えない」 [ 1 8 ] このような関

係性を形成している看護師は対象者に対する

誠実さ，礼節，謙虚さを身に付けていると言

えるか，客観的にひとつひとつ事例を検証す

ることが必要だろう．

　看護の場が病院から地域へとシフトするこ

の時代こそ，看護基礎教育の設立時に大切に

されてきた初心に還り，「幅広い人間性と判

断力，誠実さ，礼節，品性，清潔さ，謙虚さ」

をもつ看護師の資質の再評価が重要であると

考える．

6．結論

　文献検討により地域包括ケアシステムにお

ける看護師への国民の期待と期待される看護

師像について以下のことが明らかになった．

1）地域包括ケアシステム構築に向けた研究

は，2 0 1 2 年 の 介 護 保 険 制 度 改 正 を 受 け
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2 0 1 4 年以降増加していた．

2）地域の療養者・家族が看護師に期待する

要望は「緊急時の対応」「医療面の相談」

が抽出されたが，他は明らかになっていな

い．

3）国民の期待に応えうる看護師の資質は「幅

広い人間性と判断力，誠実さ，礼節，品性，

清潔さ，謙虚さ」を持つ看護師像が導き出

された．

4）今後の研究課題として，「地域包括ケア

構築へ向けて多職種連携の具体的な方法と

内容の検証」「地域の療養者・家族から看

護師に対する潜在的な要望を明確化するこ

と」，「地域包括ケアシステムに求められ

る看護師の資質の再評価」が示唆された．
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群と 2 0 の看護実践能力，

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/
k o u t o u / 4 7 / s i r y o / _ _ i c s F i l e s /
afi eldfi le/2011/11/04/1312488_5．pdf，平成 2 3
年 9 月 2 9 日，閲覧日 2 0 1 7 / 9 / 2

10） 厚生労働省：介護保険制度改正の概要及

び地域包括ケアの理念，

h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / s t f /
s h i n g i / 2 r 9 8 5 2 0 0 0 0 0 1 o x h m -
att/2r9852000001oxlr.pdf　閲覧日 2017/9/11

11） 黒 田 裕 子： 看 護 研 究  第 4 版．6 ～ 7，

医学書院，東京，2 0 1 4
12） 日 本 看 護 協 会： 看 護 者 の 倫 理 綱 領，

http://www．nurse．or．jp/nursing/practice/
rinri/rinri.html，閲覧日 2 0 1 7 / 8 / 1 3

13） 藤澤由和，浦松雅史，水野信也  他：医

療の質に関する情報が患者の受療行動に与

える影響に関する基礎的知見の検証に関す

る研究．静岡県立大学経営情報学部研究紀

要，経営と情報，2 8 - 2，1 3 ～ 2 1，2 0 1 6
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14） 大儀律子，作田裕美，坂口桃子：医療療

養病床における看護と介護の協働をめぐる

看護管理者の課題．常葉大学健康科学部研

究報告集，3 - 1，1 ～ 1 0，2 0 1 6
15） 高橋照子，唐田順子，鈴木はるみ  他：

看 護 学 原 論  改 訂 第 2 版．1 6 ～ 1 9，1 9 0
～ 1 9 1，南江堂，東京，2 0 1 6

16） 木戸久美子：看護基礎教育の精髄－本邦

における看護基礎教育の歴史と変遷から
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1 9，2 0 11
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